













































































2 y市ホームページ、 Y市教育委員会ホームページ、 Y市立Z小学校ホームページを参照、した（最終閲覧
日はいずれも 2014年 11月6日）。ただし、事例校の特定を避けるため、 URLは記載しないこととする。
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表 1 インタビ、ュー調査の概要
A校長 ! 2012年 3月に異動（小学校教頭） I 2014年5月28日
（女性 50代） : 2012年4月に着任
B教諭 : 2010年3月に異動（中学校） I 2014年8月28［ヨ
（男性 40代） ~ 2010年4月に着任
：着任後 学級担任 1年間→生徒指導主事 5年目
C養護教諭 j 2009年 3月に異動（中学校） 12014年5月28日







前は町立であった。 2014年度時点で児童約 450名、教職員約 30名の中規模校である。校
舎は 1階の昇降口及び職員玄関の右手側に、事務室、職員室、校長室、応接室、保健室の
傾で隣り合っている。 Z 小学校が所在する中学校区は、 fまから （rp~ノ手を五をいたら万ぞれ























































































































































































背景をよくつかんで、 fこんな思いだったんじゃないかj と担任に伝えることで、 頭ごな




























ョンスタイルが形成されていること、また、 A校長の C養護教諭に対する役割期待が、 C
養護教諭自身の役割認識と合致していること、さらには、 A校長が C養護教諭を信頼し、 C
養護教諭の力量に安心感を抱いていること、などが影響していると考えられる。こうした
状況において、C養護教諭の持ち味や専門性にもとづいた役割の安定化を支えるための学校
組織の再編が図られたと考えられる。
これに関連して、第五に、養護教諭が教諭コミュニティの一員になっていることである。
これは、 C養護教諭のみならず、校長のリーダーシップにもとづく学校組織の再編などによ
ってもたらされた文化的側面の変化の表れとして理解することができる。養護教諭はこれ
まで、「同イむを通して教諭コミュニティへの参加を試みてきた（すぎむら 2014）。しかし、
C養護教諭の場合には、養護教諭のアイデンティティを維持しながら教諭コミュニティに参
加し、欠かせないメンバーとしてコミュニティの活性化に貢献している。
5.本研究の意義と今後の課題
Y市立 Z小学校における養護教諭の役割の安定化は学校改善の－側面であることから、
本稿は、養護教諭の視点から学校改善を把握する試みとして意義づけられる。今後さらな
るケーススタディを通して、織の特性上動揺しやすく、状況依存的で、流動的な養護教諭の
役割関係の実態を解明し、安定化を促す学校経営の在り様について検討する必要がある。
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